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中
国
の
民
俗
学
者
江
紹
原
と
熊
楠

南
方
熊
楠
が
漢
籍
、
と
り
わ
け
『
酉
陽
雑
姐
』
、

『
淵
鑑
類
函
』
な
ど
の
百
科
全
書
的
な
書
物
か
ら

多
く
の
着
想
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て

指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
に
や
や
遅
れ
て
誕
生
し
た
中
国
民
俗
学
と
の

交
流
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
中
国
側
の
資
料
の

不
足
・
散
侠
に
よ
り
、
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
飯
倉
照
平
氏
に
提

供
い
た
だ
い
た
資
料
な
ら
び
に
筆
者
が
入
手
し
た

資
料
を
元
に
、
中
国
民
俗
学
草
創
期
の
学
者
・
江

紹
原
（
一
八
九
七

1
一
九
八
三
）
と
南
方
熊
楠
と
の
交

流
を
紹
介
す
る
。

江
紹
原
は
五
四
新
文
化
運
動
の
さ
な
か
に
北
京

大
学
に
入
学
、
在
学
中
に
周
作
人
の
知
過
を
得
た
。

シ
カ
ゴ
大
学
留
学
を
経
て
北
京
大
学
教
授
と
な
る
。

留
学
中
は
宗
教
学
を
専
攻
し
た
が
、
後
に
民
俗
学

に
転
ず
る
。
師
と
も
仰
ぐ
周
作
人
は
一
九
二

0
年

代
の
過
酷
な
政
治
状
況
に
屈
す
る
こ
と
な
く
戦
い

E
S
－－－
B
 

’E・E
・－－

I
s
J
 

利

康

続
け
た
文
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
国
で
初
め
て

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
目
を
向
け
、
日
本
、
欧
米
圏
の

民
俗
学
に
至
る
ま
で
精
通
し
て
い
た
中
国
民
俗
学

の
先
駆
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
風
を
受
け
継

い
だ
江
紹
原
の
作
品
も
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
言
辞
の

な
か
に
鋭
い
現
実
批
判
が
込
め
ら
れ
、
単
な
る
民

俗
学
の
学
究
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
魯

迅
・
周
作
人
を
中
心
と
す
る
文
芸
雑
誌
『
語
紙
』

（
一
九
二
四
年
十
一
月
1
一
九
三

O
年
三
一
月
）
に
も
、

民
俗
学
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
、
散
文

家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
著
作
と
し
て
『
髪
慧
爪

｜
｜
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
迷
信
』
「
中
国
古
代
旅

行
の
研
究
』
、
訳
書
に
は
『
現
代
イ
、
ギ
リ
ス
謡
俗

及
び
謡
俗
学
』
が
あ
る
ほ
か
、
近
年
、
生
前
の
講

義
録
『
中
国
の
礼
俗
迷
信
』
、
周
作
人
・
江
紹
原

の
往
復
書
簡
を
整
理
校
訂
し
た
江
小
意
・
張
挺
筆

注
『
周
作
人
早
年
侠
簡
筆
注
』
が
公
刊
さ
れ
、
基

礎
資
料
の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
そ
の
な
か
で
、

江
紹
原
と
熊
楠
と
の
往
復
書
簡
の
存
在
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
経
緯
を
簡
単
に
追

っ
て
み
る
。

「
周
作
人
早
年
供
簡
筆
注
』
に
よ
れ
ば
、
江
紹

原
の
著
作
『
髪
藷
爪
｜
｜
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
迷

信
』
は
奥
付
に
一
九
二
八
年
刊
行
と
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
実
際
に
は
一
年
遅
れ
て
一
九
二
九
年

夏
に
刊
行
さ
れ
た
。
江
紹
原
は
周
作
人
宛
の
書
簡

（
一
九
二
九
年
八
月
三
日
付
）
で
「
も
う
一
冊
は
、
日

本
の
あ
の
学
者
に
先
生
か
ら
お
贈
り
下
さ
い
ま
せ

ん
か
1
1
1
こ
の
方
の
お
名
前
も
住
所
も
み
な
忘
れ

て
し
ま
い
、
先
生
か
ら
の
お
手
紙
も
見
あ
た
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
」
と
記
し
て
い
る
。
こ

の
「
学
者
」
と
は
南
方
熊
楠
の
こ
と
を
指
す
。
現

存
す
る
一
九
二
八
年
の
書
簡
に
は
献
本
先
と
し
て

南
方
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
（
一
九
二
八
年
三
月
二
十
三
日
、
三
十

一
日
付
）
。

さ
ら
に
、
田
辺
市
の
南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会

に
よ
る
書
庫
調
査
で
発
見
さ
れ
た
江
紹
原
の
献
本

の
コ
ピ
ー
を
飯
倉
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
参
照
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
は
江
紹
原
か
ら

の
英
文
の
メ
ッ
セ
l

ジ
の
書
き
込
み
が
あ
り
（
署

名
と
共
に
冨
ミ
呂
ωC
と
記
さ
れ
て
お
り
、
実
際

に
熊
楠
宛
に
発
送
し
た
の
は
更
に
一
年
近
く
も
遅

れ
た
よ
う
だ
）
、
「
私
の
師
で
あ
り
友
で
あ
る
周
作

人
氏
よ
り
勧
め
ら
れ
」
と
述
べ
て
お
り
、
周
作
人



－aセa

中国の民俗学者江紹原と熊楠

の
判
断
に
よ
っ
て
熊
楠
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
は
っ

き
り
す
る
。
こ
れ
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
日

本
留
学
中
に
『
遠
野
物
語
』
を
買
っ
た
思
い
出
を

語
る
周
作
人
は
、
早
く
か
ら
柳
田
国
男
の
『
郷
土

研
究
』
を
定
期
購
読
し
、
日
本
の
民
俗
学
に
も
十

分
な
理
解
が
あ
っ
た
。
れ
／
ま
り
、
江
紹
原
の
著
書

を
献
本
す
る
唯
一
の
日
本
人
と
し
て
熊
楠
を
選
択

L
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
こ
で
詳
論
す
る
ゆ

と
り
が
な
い
が
、
確
実
に
言
え
る
の
は
、
日
本
、

中
国
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
の
民
俗
習
慣
の
伝
播
交

流
に
寄
せ
る
強
い
関
心
を
、
熊
楠
と
周
作
人
、
そ

し
て
江
紹
原
は
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
南
方
熊
楠
か
ら
の
返
信
は
、
そ
れ
か
ら

一
ヶ
月
後
の
六
月
十
五
日
付
の
も
の
で
あ
っ
た
。

江
紹
原
は
周
作
人
に
「
南
方
熊
楠
か
ら
返
信
が
来

ま
し
た
。
い
く
つ
か
髪
の
迷
信
に
関
す
る
文
献
を

指
摘
し
て
く
れ
た
ほ
か
、
細
か
い
問
題
を
二
つ
私

に
質
問
し
て
き
ま
し
た
」
（
一
九
二
一
O
年
六
月
二
十
六

日
付
）
と
報
告
し
て
い
る
。
熊
楠
の
英
文
の
返
信

は
す
で
に
散
供
し
て
い
る
が
、
『
北
京
大
学
日
刊
』

（
一
九
三
一
年
一
月
二
十
八
日
1
三
十
日
、
人
民
出
版

社
影
印
本
）
に
、
江
紹
原
が
自
分
の
返
信
と
共
に
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
中
国
語
訳
な
が
ら
内
容
は
確

認
で
き
る
。

10ラ

ま
ず
、
江
紹
原
の
著
作
で
述
べ
る
「
髪
」

つ
わ
る
迷
信
と
由
来
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
補
足

材
料
を
提
供
す
る
前
半
部
を
訳
出
す
る
。
以
下
の

に
ま

引
用
文
中
の
（
）
内
の
注
記
は
熊
楠
自
身
の
も
の
、

筆
者
の
注
記
は
〈
〉
で
区
別
し
た
。
引
用
に
つ
い

て
は
原
典
を
参
照
し
て
い
る
が
、
熊
楠
の
引
用
の

仕
方
を
尊
重
し
た
。
な
お
、
発
表
時
の
誤
植
に
つ

い
て
は
江
紹
原
の
長
女
・
江
小
意
女
史
所
蔵
の
江

紹
原
手
稿
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
訂
正
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

紹
原
先
生
一

非
常
に
興
味
深
い
あ
な
た
の
著
作
『
髪
嶺
爪

｜
｜
そ
れ
ら
に
ま
ヲ
わ
る
迷
信
』
を
五
月
二
十

一
日
に
落
手
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
多
忙
な
た
め
に
、
ま
だ
読
み
終
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
ら
か
拾
い
読
み
し
た

の
で
、
雑
駁
に
い
く
つ
か
書
き
出
し
、
再
版
を

出
す
際
の
増
補
の
お
役
に
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。

（
一
）
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
で
最

も
早
く
「
髪
を
載
る
妖
怪
」
に
触
れ
た
記
事
は
、

『
風
俗
通
』
（
西
暦
二
世
紀
撰
）
で
す
。
こ
の
書

の
巻
九
に
次
の
よ
う
な
文
が
あ
り
ま
す
。
「
汝

南
郡
汝
陽
県
の
西
門
の
亭
に
鬼
魅
あ
り
、
賓
客
、

宿
止
す
れ
ば
、
死
亡
す
る
も
の
有
り
、
そ
の
癒

厭
せ
ら
れ
し
者
、
み
な
髪
を
亡
い
、
精
を
失

う」〈
1
〉

『
太
平
贋
記
』
二
八
八
、
鄭
城
人
の
項
に
、

「
髪
を
載
る
妖
怪
」
と
偽
ヮ
て
盗
み
を
は
た
ら

く
者
が
出
て
き
ま
す
。

あ
る
い
は
西
域
（
ト
ル
キ
ス
タ
ン

の
一
部
）
に
も
ま
た
こ
う
し
た
妖
怪
が
い
る
こ

と
は
、
東
晋
の
西
域
出
身
の
高
僧
・
鼎
戸

繁
密
多
羅
が
訳
し
た
『
大
濯
頂
神
間
ん
経
』
を
見

る
と
分
か
り
ま
す
。
こ
の
書
物
の
巻
八
で
「
人

の
毛
髪
を
男
る
鬼
」
と
い
う
も
の
を
述
べ
て
い

ま
す
。

J
・
ン
什
「
、

つ
髪
を
載
る
妖
怪
」
は
日
本
の
書
籍
に
は
き

わ
め
て
多
く
、
そ
の
最
古
の
も
の
の
一
つ
、
こ

れ
が
唯
一
最
古
で
な
か
っ
た
と
し
た
ら
で
す
が
、

『
元
亨
緯
書
（
西
暦
一
三
三
二
年
撰
）
』
に
見
え

ま
す
。
こ
の
書
の
巻
十
二
に
日
く
、
「
永
久
元

年
（
西
暦
一
一
一
三
年
）
、
宮
人
あ
り
て
、
妖
魅

に
髪
を
断
ら
る
。
上
は
『
僧
、
行
〈
尊
〉
』
に
勅

し
て
加
持
せ
し
む
云
々
、
蓋
し
宮
人
の
相
妬
し

て
亙
轟
を
な
せ
る
も
の
な
り
」
と
〈
2

〉。

（
二
）
女
を
招
き
寄
せ
る
法
術
に
髪
を
用
い

る
。
あ
な
た
の
著
書
に
は
こ
の
点
に
言
及
し
た

箇
所
が
見
あ
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
下
の
文

章
・
は

ZoZω

〉
ロ
巳

Ccmw
ユ2

（
】

H
H
U

印。ュ
2・

M
H
H

℃
℃
－

E
l缶
、
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
一
五
年

七
月
三
十
一
日
）
か
ら
採
録
し
た
私
の
文
章
で

す。以
下
で
は
、

出
巳
円

5
0（

同

E
Y
E恒
久
『
南
方
熊

楠
全
集
』
一

O
収
録
）
の
全
文
（
中
国
語
訳
）
が
引
用

さ
れ
、
「
こ
の
種
の
物
語
は
貴
国
の
書
籍
に
も
あ
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る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
結
び
、
続
い

て
、
「
次
に
二
つ
ば
か
り
お
尋
ね
し
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
、
是
非
と
も
ご
教
示
下
さ
い
」
と
述
べ

て
、
次
の
よ
う
に
質
問
す
る
。

『
品
花
賓
鑑
』
、
「
笑
林
贋
記
』
及
び

他
の
書
に
も
「
毛
病
E

一
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

（
二
）
古
代
の
日
本
の
宮
廷
の
貴
婦
人
は
中

秋
節
〈
陰
暦
八
月
十
五
日
）
の
夜
に
は
箸
で
芋
を

貫
き
、
そ
の
穴
か
ら
月
を
見
て
、
詩
を
口
ず
さ

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
意
は
次
の
よ

う
で
す
。

（一）「
月
ご
と
に
見
る
月
な
れ
ど
こ
の
月
の
今
宵

の
月
に
似
る
月
ぞ
な
き
」
〈
3
〉
後
水
尾
天
皇
（
在

位
年
西
暦
二
ハ
一
二

i
一
六
二
九
）
の
年
中
行

事
で
は
「
天
皇
は
毎
年
中
秋
節
の
夕
ぺ
に
は
箸

で
茄
子
に
穴
を
開
け
、
其
の
穴
か
ら
月
を
見
て
、

祈
祷
文
を
請
し
た
と
い
い
ま
す
（
つ
い
で
に
付

記
し
て
お
く
と
、
日
本
の
風
俗
で
は
中
秋
節
の

夕
べ
の
月
見
に
は
、
生
花
と
煮
た
芋
を
お
供
え

と
し
ま
す
す
〉
。
私
の
記
憶
で
は
『
贋
東
新
語
』

で
中
秋
節
に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
芋
に
つ
い
て
述

べ
て
い
ま
し
た
。
中
国
で
も
中
秋
節
に
は
芋
が

出
る
の
で
し
ょ
う
か
？
）
し
か
る
に
戸
開
・

開

E
U
O〈
ゆ
ロ
の
叶
2
0
『

o
－E
。『0
0
四
回

OBσ
ミ

（C
M
R
O
E－H
U
M
S
〈5
〉
の
四
七
頁
に
拠
る
と
、

「
時
と
し
て
処
女
は

2
5
W〈6
〉
月
（
太
陽
暦
十

二
月
か
ら
一
月
の
間
）
の
月
が
満
ち
た
日
に
誓

い
を
立
て
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
日
に
は
処
女

は
自
分
の
家
の
屋
根
の
上
で
、
自
ら
晩
餐
を
作

る
。
そ
れ
か
ら
パ
ン
に
穴
を
明
け
て
そ
の
穴
か

ら
月
を
見
て
、
同
時
に
あ
る
詩
を
請
し
：
・

こ
の
儀
式
で
父
母
と
将
来
の
夫
の
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
が
出
来
る
と
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ド
の
風
俗
が
、

中
国
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
習
俗
と
な
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
習
慣
が
貴
国
の
ど
こ
に
現
存
す
る
か
、

お
教
え
下
さ
い
。
南
方
熊
楠

一
九
三

O
年
六
月
十
五
日
日
本
和
歌
山
県
田
辺

町以
上
で
熊
楠
の
返
信
は
終
わ
り
、
江
紹
原
、
周

作
人
の
回
答
が
続
く
。
ま
ず
江
紹
原
が
類
似
し
た

中
秋
節
の
風
習
を
見
聞
し
た
こ
と
は
な
い
と
断
り

つ
つ
も
、
書
簡
を
公
開
し
て
読
者
か
ら
も
指
教
を

乞
う
旨
の
回
答
す
る
一
方
で
、
熊
楠
に
対
し
て
新

た
な
質
問
を
発
し
て
い
る
。

ま
た
私
は
先
生
に
も
う
一
つ
ご
教
示
を
お
願

い
し
た
い
の
で
す
。
莞
萎
（
香
草
の
一
種
、
コ

リ
ア
ン
ダ
ー
）
や
他
の
植
物
の
種
ま
き
の
際
に

卑
狼
な
言
葉
を
口
に
し
た
り
、
夫
婦
で
共
に
種

ま
き
を
す
る
習
俗
が
ペ
ル
シ
ャ
か
他
の
国
に
あ

り
ま
す
で
し
ょ
う
か
（
こ
れ
に
関
す
る
エ
ッ
セ

イ
を
何
篇
か
同
封
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ

い）。
文
中
で
述
べ
る
エ
ッ
セ
イ
と
は
、
文
芸
雑
誌

『
語
紙
』
第
一
二
七
、
一
三
二
、
一
四
五
期
（
い

ず
れ
も
一
九
二
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
古
代
の
婚
礼
、
性
風
俗

に
関
す
る
江
紹
原
の
発
言
か
ら
始
ま
っ
た
議
論
は
、

周
作
人
、
魯
迅
ら
の
補
足
に
よ
っ
て
、
香
草
や
胡

麻
を
植
え
る
際
の
習
俗
の
話
題
へ
と
発
展
し
、
植

物
と
と
も
に
西
域
か
ら
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
作
人
ら
に
と
っ
て
、

民
俗
学
と
は
伝
統
的
風
俗
習
慣
を
単
純
な
道
徳
論

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
分
析
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
っ
た
か
ら
、
じ
つ
に
恰
好
の
話
題
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
周
作
人
は
、
こ
の
故
事
を
用
い
て
一
九

三
四
年
に
五
十
歳
の
自
寿
詩
を
作
っ
た
だ
け
で
な

く
、
後
に
「
八
十
自
寿
詩
」
で
も
用
い
て
お
り
、

愛
好
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
る
〈
7
3
そ
の
意
味
で
一

見
唐
突
に
も
見
え
る
質
問
か
ら
は
、
同
様
の
関
心

を
共
有
し
う
る
日
本
人
、
熊
楠
へ
の
期
待
を
読
み

と
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

末
尾
の
周
作
人
か
ら
の
返
答
で
は
、
『
品
花
賓

鑑
』
で
の
「
毛
病
」
（
欠
陥
、
病
気
の
意
）
の
用
法



が
男
色
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

測
が
述
べ
ら
れ
、
も
う

一
冊
の

『
笑
林
虞
記
』
は

現
在
手
元
に
な
い
た
め
と
詫
び
て
、

後
日
の
回
答

を
約
し
て
い
た。

以
上
の
書
簡
は
実
際
に
熊
楠
宛
に
も
郵
送
さ
れ

た
は
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
熊
楠
邸
で
整
理
中
の

資
料
の
中
か
ら
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
彼
ら
が
共
有
し
え
た
は
ず
の
民
俗
学
の
姿
も

ま
た
適
さ
れ
た
著
作
の
中
か
ら
探
る
ほ
か
な
い
よ

う
で
あ
る
。

熊楠と末吉安恭（麦門冬〉

〈4
〉

偶
然
の
一
致
な
が
ら
、
江
紹
原
自
身
も
一
九
二

六
年
九
月
に
文
芸
雑
誌
『
語
紙
』
（
第
九
八
期
）
で
自

著
の
補
足
と
し
て
、
こ
の
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。

〈
2
〉
原
典
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
朋
〈
名
著
普
及
会

覆
刻
）
所
収
の
『
元
亨
稗
書
』
原
文
と
照
合
し
た
と

こ
ろ
、
熊
楠
の
引
用
に
は
か
な
り
の
省
略
が
あ
っ
た
。

文
中
の
「
行
」
と
は
僧
侶
の
名
前
で
、
圏
域
寺
行
尊

を
指
す
。

〈3
〉
『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
十
七
、
天
暦
御
歌
。

〈4
〉
『
北
京
大
学
日
刊
』
掲
載
の
書
簡
で
は
、
誤
植

で
「
魚
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
江
紹
原
の
自
筆
原
稿

に
よ

っ
て
「
芋
」
に
正
し
た
。

〈5
〉

原

典

は

未

見。

開
2

2
0
〈

2
・

H
N
O
E
S
－G

開
品
名
曲
『
仏
著
叶
宮
市
司

o
－E0
3
0『
回

ogσ
ミ（
Z
E・

9
2
2
s
g
p叩印刷
〉
も
熊
楠
の
書
庫
に
現
存
す
る

由
、
飯
倉
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

〈
6
〉

同
Mg呉
は
党
文
と
恩
わ
れ
る
が
、
未
詳
。

〈
7
〉
津
田
瑞
穂
「
種
ま
き
の
呪
法
」
（
『
節
令
』
第
四

期
、
『
中
国
の
呪
法
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九

O
年

五
月
修
訂
版
収
録
）
、
松
枝
茂
夫
「
知
堂
老
人
『
八

107 

十
自
笑
』
の
詩
」（『節
令
』
第
五
期
）
に
詳
し
い
紹
介

が
あ
る
。

参
照
文
献

飯
倉
照
平

「南
方
熊
楠
に
と

？
で
の
中
国
’一（
『
南
方
熊

楠
日
記
2
』

一
九
八
七
年
十
一
月
、
八
坂
替
房
刊
）

拙
稿
「
江
紹
原
と
周
作
人
I
、
E
」
（
大
東
文
化
大
学
紀

要
お

i
M、
一
九
九
四
、
九
五
年
三
月
）




